
○

五
つ
の
実
践
チ
ー
ム
で

春
か
ら
活
動
開
始

去
る
一
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
七
時
よ

り
、
第
三
回
「
骨
寺
村
荘
園
の
里

夢
づ
く
り

の
会
」
が
総
勢
約
七
十
名
の
参
加
の
も
と
、

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に

出
さ
れ
た
数
多
く
の
地
域
お
こ
し
ア
イ
デ
ア

を
「
誰
が
、
い
つ
、
重
要
性
は
、
実
現
可
能

か
」
の
観
点
か
ら
み
ん
な
で
検
討
を
重
ね
、

三
十
件
余
り
に
絞
り
込
ん
だ
も
の
を
、
講
師

の
広
田
先
生
の
ご
指
導
で
、
関
連
性
や
内
容

に
よ
り
「
環
境
整
備
」「
広
報
」「
体
験
交
流
」

「
商
品
開
発
」
「
特
産
品
」
の
五
つ
の
チ
ー
ム

に
分
類
し
ま
し
た
。
そ
し
て
各
々
の
役
割
や

担
当
内
容
に
つ
い
て
、
他
の
地
域
の
取
り
組

み
事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
を
い
た
だ
い

た
後
、
支
援
機
関
を
含
め
た
参
加
者
一
人
ひ

と
り
が
、
活
動
し
て
み
た
い
チ
ー
ム
を
一
つ

選
び
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
る
こ
と
で
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
五
つ
の
夢
づ
く
り
ア
イ
デ

ア
実
践
チ
ー
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
後
は
実
践
チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
内

容
を
検
討
し
た
上
で
、
春
か
ら
活
動
を
開
始

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
実
践
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
は
い
つ

で
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
も
、
今
後
の
活
動
に
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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広報チーム

○パンフレット
ガイドブック等の作成

○ホームページの開設
etc

環境整備チーム

○案内板・解説板の設置

○古道、参道の整備改修

○各所の環境整備
etc

体験交流チーム

○収穫祭などイベント

○荘園のオーナー制度

○グリーンツーリズム
etc

商品開発チーム

○骨寺のロゴや
キャラクター

○絵はがきやタオル
などグッズ

etc

特産品チーム

○骨寺村荘園ブランド米

○地元農産物の販売

○加工品の製造販売
etc

《 《 《 夢づくり実践チームについて 》 》 》
・ 地域おこしアイデアを春から実践していきます。

・ 実践内容はみんなで決めていきます。

・ どなたでも、どのチームにも参加いただけます。

・ チームの担当事業全てに参加しなければならない訳ではありません。

出来る範囲でかまいません。

・ みんなで楽しく活動いたします。

１月２３日（日）

参加してきました

宮城県登米郡迫町で｢全国はっとフェスティバル｣が

開催されました。同地方では「はっと」料理で地域お

こしを進めており、NPO法人

登米はっとの会も設立されて

おります。当日は遠くは山梨

からも出店があり、｢牛もつ｣

や｢古代米｣、｢もっこりにら｣

など地域の特色や素材を活か

した｢はっと｣料理２２種類が

披露されていました。

日時 ３月３日（木）
午後７時から

場所 生活改善センター

内容 各チームで春からの実践

内容についての打合せ。

（５チーム一斉に開催）

講師 広田純一岩手大学教授


